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(57)【要約】
【課題】　ユーザが印刷を要求する時に印刷条件を指定
する際に、省エネ効果を高めるような印刷条件の選択を
促す印刷条件設定画面を表示する。
【解決手段】　印刷条件設定画面において、「カラー／
モノクロ」５３のモノクロ，グレースケール，カラーの
３種類の選択肢を表示する際、消費電力量が少ない選択
肢の順に表示したり、消費電力量の少ない順が分るよう
にそれぞれの選択肢を異なる背景色で表示したりする。
また、消費電力量の少ない順に選択肢の表示文字の大き
さを変えるようにしても良い。さらに、消費電力量の最
も少ない選択肢のラジオボックスのサイズを最大にし、
それから消費電力量が多くなるにつれて選択肢のラジオ
ボックスのサイズを徐々に小さく表示するようにすると
よい。また、選択した印刷条件による印刷での消費電力
量の少なさを目盛の量によって明示する省エネインジケ
ータ５６も表示する。
【選択図】　　　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置と、該画像形成装置と通信可能な情報処理装置とを備えた画像形成システ
ムであって、
　前記情報処理装置に、前記画像形成装置における印刷条件毎の印刷に要する消費電力を
示す印刷消費電力情報を取得する印刷消費電力情報取得手段と、前記印刷消費電力情報取
得手段によって取得した印刷消費電力情報に基づいて、消費電力の少ない順に印刷条件を
明示した印刷条件設定画面を構成して表示する表示制御手段と、前記印刷条件設定画面で
選択された印刷条件について、前記印刷消費電力情報に基づいて、省エネ効果を視覚的に
明示する情報を表示する手段とを設けたことを特徴とする画像形成システム。
【請求項２】
　前記情報処理装置に、予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件を選択できないよ
うにした前記印刷条件設定画面を構成する手段を設けたことを特徴とする請求項１記載の
画像形成システム。
【請求項３】
　前記情報処理装置に、予め設定した上限値を超える消費電力になる印刷条件を選択でき
ないようにした前記印刷条件設定画面を構成する手段を設けたことを特徴とする請求項１
又は２記載の画像形成システム。
【請求項４】
　印刷条件毎の印刷に要する消費電力を示す印刷消費電力情報を取得する印刷消費電力情
報取得手段と、前記印刷消費電力情報取得手段によって取得した印刷消費電力情報に基づ
いて、消費電力の少ない順に印刷条件を明示した印刷条件設定画面を構成して表示する表
示制御手段と、前記印刷条件設定画面で選択された印刷条件について、前記印刷消費電力
情報に基づいて、省エネ効果を視覚的に明示する情報を表示する手段とを備えたことを特
徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件を選択できないようにした前記印刷条件
設定画面を構成する手段を設けたことを特徴とする請求項４記載の画像形成装置。
【請求項６】
　予め設定した上限値を超える消費電力になる印刷条件を選択できないようにした前記印
刷条件設定画面を構成する手段を設けたことを特徴とする請求項４又は５記載の画像形成
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、画像形成システムと画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ（ＰＣ）からプリンタ，複写機，複合機等の画像形成装置に対
して印刷を行う際、片面印刷をするよりは両面印刷をしたり集約印刷（例えば、２ｉｎ１
印刷）をしたりした方が、一般的に消費電力は少ない。
　このように、ユーザが指定する印刷条件によって印刷に必要な消費電力は変わり、印刷
条件によって消費電力が大きくなったり、または小さくなったりする。
　そこで、ユーザが印刷を実行する際に、ユーザが指定した印刷条件での消費電力、及び
ユーザが指定したものとは異なる印刷条件で印刷を行った場合の消費電力の予測値を求め
て通知し、ユーザに各印刷条件での消費電力を知らせることによって、消費電力のより少
ない印刷条件への設定を促し、結果として省エネルギー（「省エネ」と略称する）を実現
するという技術（例えば、特許文献１参照）が考えられて既に知られている。
【０００３】
　例えば、ユーザが印刷条件として片面印刷を要求した場合、ユーザの指定通りの片面印
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刷を実行した場合の消費電力と、ユーザの指定とは異なる印刷条件である両面印刷を実行
した場合の消費電力と、集約印刷を実行した場合の消費電力等の予測値を求めてユーザに
通知する。
　このような通知機能によれば、片面印刷を要求した後、例えば、上記通知によって両面
印刷もしくは集約印刷の方が消費電力が少ないと知ったユーザが、印刷条件を両面印刷も
しくは集約印刷に変えて印刷する可能性があり、結果として省エネに貢献することができ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のような従来の技術では、ユーザが用紙サイズやカラー／モノクロ
などの印刷条件を指定した後に初めて予想消費電力が分かるというものであり、ユーザが
印刷条件を指定する前に、消費電力のより少ない印刷条件を選択するように促すことはで
きないという問題があった。
　この発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、印刷に係る電力消費がより少なくな
るような印刷条件を設定するようにユーザを誘導することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明は上記の目的を達成するため、画像形成装置と、その画像形成装置と通信可能
な情報処理装置を備えた画像形成システムであって、上記情報処理装置に、上記画像形成
装置における印刷条件毎の印刷に要する消費電力を示す印刷消費電力情報を取得する印刷
消費電力情報取得手段と、上記印刷消費電力情報取得手段によって取得した印刷消費電力
情報に基づいて、消費電力の少ない順に印刷条件を明示した印刷条件設定画面を構成して
表示する表示制御手段と、上記印刷条件設定画面で選択された印刷条件について、上記印
刷消費電力情報に基づいて、省エネ効果を視覚的に明示する情報を表示する手段を設けた
画像形成システムを提供する。
【０００６】
　また、上記情報処理装置に、予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件を選択でき
ないようにした上記印刷条件設定画面を構成する手段を設けるとよい。
　さらに、上記情報処理装置に、予め設定した上限値を超える消費電力になる印刷条件を
選択できないようにした上記印刷条件設定画面を構成する手段を設けるとよい。
【０００７】
　また、印刷条件毎の印刷に要する消費電力を示す印刷消費電力情報を取得する印刷消費
電力情報取得手段と、上記印刷消費電力情報取得手段によって取得した印刷消費電力情報
に基づいて、消費電力の少ない順に印刷条件を明示した印刷条件設定画面を構成して表示
する表示制御手段と、上記印刷条件設定画面で選択された印刷条件について、上記印刷消
費電力情報に基づいて、省エネ効果を視覚的に明示する情報を表示する手段を備えた画像
形成装置を提供する。
【０００８】
　さらに、予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件を選択できないようにした上記
印刷条件設定画面を構成する手段を設けるとよい。
　また、予め設定した上限値を超える消費電力になる印刷条件を選択できないようにした
上記印刷条件設定画面を構成する手段を設けるとよい。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明による画像形成システムと画像形成装置は、印刷に係る電力消費がより少なく
なるような印刷条件を設定するようにユーザを誘導することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の一実施形態である画像形成システムの全体構成を示すブロック図であ
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る。
【図２】図１に示すＰＣの制御部が印刷条件設定画面を表示する際の処理手順を示すフロ
ーチャート図である。
【図３】図１に示すＰＣの制御部が印刷条件設定画面に対する印刷条件の変更時にする表
示処理手順を示すフローチャート図である。
【図４】印刷条件設定画面の構成時に参照する消費電力表の内容の一例を示す図である。
【００１１】
【図５】印刷条件設定画面内の省エネインジケータの目盛の表示例を示す図である。
【図６】図１に示すＰＣ又は画像形成装置において表示する印刷条件設定画面の一例を示
す図である。
【図７】図１に示すＰＣ又は画像形成装置において表示した印刷条件設定画面の印刷条件
を変更した時の表示例を示す図である。
【図８】図１に示すＰＣ又は画像形成装置において表示した印刷条件設定画面の印刷条件
を変更した時の他の表示例を示す図である。
【００１２】
【図９】図１に示すＰＣ又は画像形成装置において表示した印刷条件設定画面の印刷条件
を変更した時のまた他の表示例を示す図である。
【図１０】図１に示すＰＣ又は画像形成装置において表示した印刷条件設定画面の印刷条
件を変更した時のさらに他の表示例を示す図である。
【図１１】図１に示すＰＣ又は画像形成装置において表示する印刷条件設定画面の他の例
を示す図である。
【図１２】図１に示す画像形成装置において表示する印刷条件設定画面のまた他の例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、この発明を実施するための形態を図面に基づいて具体的に説明する。
〔実施例〕
　図１は、この発明の一実施形態である画像形成システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
　この画像形成システムは、複数のパーソナルコンピュータ（以下「ＰＣ」と略称する）
１と複数の画像形成装置２とがそれぞれネットワーク３に接続されており、各ＰＣ１はネ
ットワーク３を介して各画像形成装置２に対して印刷を要求することができる。
　なお、同図には、ネットワーク３上のＰＣ１と画像形成装置２とをそれぞれ１台ずつ示
し、その他は図示を省略している。また、ネットワーク３上に各ＰＣ１からの印刷要求を
各画像形成装置２に配信するサーバ装置を設けるようにしても良い。
【００１４】
　ＰＣ１は、情報処理装置であり、ＣＰＵ，ＲＯＭ及びＲＡＭからなるマイクロコンピュ
ータによって実現され、このＰＣ１の全体の制御を司り、この発明に係る各手段の機能を
果たす制御部１０と、各種の操作情報を入力する入力部１１と、この発明に係る印刷条件
設定画面と省エネ効果を視覚的に明示する画面を含む各種の情報を表示する表示部１２と
、ネットワーク３を介して他のＰＣと画像形成装置２とのデータのやり取りを制御するネ
ットワークインタフェースカード（ＮＩＣ）１３を備えている。
　画像形成装置２は、プリンタ，複写機，印刷機能とコピー機能とプリンタ機能と通信機
能（ファクシミリ通信やインターネット通信など）を備えた複合機であり、システム管理
部２０，エンジンユニット部３０，電源ユニット部４０から構成されている。
【００１５】
　システム管理部２０は、ＣＰＵ，ＲＯＭ及びＲＡＭからなるマイクロコンピュータによ
って実現されるコントローラ２１と、各種の操作情報を入力すると共に各種の情報を表示
する操作表示部２２を備えている。このコントローラ２１は、画像形成装置２の全体の制
御を司る。



(5) JP 2011-113262 A 2011.6.9

10

20

30

40

50

　エンジンユニット部３０は、原稿の画像を読み取るスキャナ部３１と、印刷を行うプリ
ンタ部３２を備えており、そのプリンタ部３２には、用紙にトナーを定着させる定着ユニ
ット３３を含んでいる。
　さらに、電源ユニット部４０は、商用電源のコンセントに接続して交流電流を直流に変
換して画像形成装置２の各部へ供給する直流電源部４１と、定着ユニット３３の駆動をコ
ントロールするヒータ駆動部４２とを有する。
【００１６】
　この画像形成システムにおいて、ユーザは、ＰＣ１からネットワーク３経由で画像形成
装置２のコントローラ２１に対して印刷要求を発行し、印刷条件と印刷データを送ること
によって印刷を行う。
　この印刷要求の発行は、ＰＣ１の制御部１０に事前にインストールされているプリンタ
ドライバプログラム（「プリンタドライバ」と略称する）の実行によって行われる。
　プリンタドライバの処理では、用紙サイズ，片面と両面，２ｉｎ１などの集約印刷を含
む印刷条件を設定するための印刷条件設定画面を表示し、その印刷条件設定画面に表示し
たラジオボタンやドロップダウンリストによって、また、選択した印刷条件毎の省エネ効
果を視覚的に通知することによってユーザに印刷条件を設定させることができる。
　画像形成装置２では、システム管理部２０のコントローラ２１が、図示を省略したＮＩ
Ｃ経由でネットワーク３に接続されており、ＰＣ１からの印刷要求と印刷条件と印刷デー
タを受け取って印刷することができる。
【００１７】
　この実施形態の画像形成システムは、ユーザがＰＣ１上から画像形成装置２で印刷を行
う際、ユーザが印刷条件を指定する際に、複数の選択肢の中から一つの項目を選択させる
時の処理に際して、つまり、用紙サイズなどの各種の印刷条件を指定する際に使われる印
刷条件設定画面を、ユーザが消費電力（ワット：Ｗ）又は消費電力量（ワット時：Ｗｈ）
のより少ない印刷条件が一瞥で分かるようなボタン，ラジオボタン，リストボックス等の
配置，大きさ，配色等を持つように構成して表示するので、ユーザに対してより消費電力
又は消費電力量の少ない印刷条件を選択するように誘導し、更にユーザが消費電力又は消
費電力量の少ない印刷条件を選択した場合には、省エネを連想させるような視覚的効果を
表現する機能を持つことが特徴になっている。なお、消費電力量＝消費電力×時間である
。
【００１８】
　次に、ＰＣ１における印刷条件設定画面の表示処理について説明する。
　図２は、図１に示したＰＣ１の制御部１０が印刷条件設定画面を表示する際の処理手順
を示すフローチャート図である。
　制御部１０は、ステップ（図中「Ｓ」で示す）１で、画像形成装置２に対する印刷要求
の入力を受付けると、ステップ２へ進む。
　上記印刷要求は、ユーザがプリンタドライバを使って印刷する際、ボタン押下などで入
力する。
　ステップ２では、プリンタドライバを動作させ、画像形成装置２から用紙サイズ情報，
ステータス情報を含む各種の情報を取得する。また、画像形成装置２あるいはＰＣ１に予
め記憶されている消費電力表を取得し、ステップ３へ進む。
　このステップ２の処理によって実現される機能が、印刷消費電力情報取得手段に相当す
る。
【００１９】
　上記消費電力表は、画像形成装置２における印刷条件（複数の組み合わせも含む）毎の
印刷に要する消費電力を示す印刷消費電力情報（消費電力又は消費電力量）である。以下
の処理手順の説明では、消費電力量を用いた場合で説明する。
　ステップ３では、消費電力表を用いて各種の印刷条件の設定項目の中の複数の選択肢を
消費電力量の少ない順にソートし、ステップ４へ進む。
　ステップ４では、複数の選択肢について、消費電力量の少ない順が、又は、多い順が一
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瞥で分かるようなラジオボタン，ドロップダウンリスト等の配置，配色，装飾を備えた印
刷条件設定画面を構成し、ステップ５へ進む。
【００２０】
　また、この印刷条件設定画面の構成の処理の際、予め設定したフォントサイズを下回る
印刷条件を選択できないようにすることもできる。
　さらに、この印刷条件設定画面の構成の処理の際、予め設定した上限値を超える消費電
力量になる印刷条件を選択できないようにすることもできる。
　このステップ３，４の処理によって実現される機能が、上記印刷消費電力情報取得手段
によって取得した印刷消費電力情報に基づいて、消費電力量の少ない順に印刷条件を明示
した印刷条件設定画面を構成する手段と、予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件
を選択できないようにした上記印刷条件設定画面を構成する手段と、予め設定した上限値
を超える消費電力又は消費電力量になる印刷条件を選択できないようにした印刷条件設定
画面を構成する手段の機能を果たす。
【００２１】
　ステップ５では、消費電力表の中から消費電力量が最も多い印刷条件、消費電力量が最
も少ない印刷条件、デフォルト印刷条件での消費電力量を検索して取得し、その取得した
値に従って印刷条件設定画面中に省エネインジケータを構成し、ステップ６へ進む。
　このステップ５の処理によって実現される機能が、印刷条件設定画面で選択された印刷
条件について、印刷消費電力情報に基づいて、省エネ効果を視覚的に明示する情報を表示
する手段の機能を果たす。
　ステップ６では、デフォルト印刷条件での消費電力量に応じた印刷条件設定画面内の選
択項目の背景色を決定し、ステップ７へ進む。
　ステップ７では、上記構成した印刷条件設定画面を表示部に表示し、この処理を終了す
る。
【００２２】
　このステップ７の処理によって実現される機能が、印刷条件設定画面を表示する表示制
御手段に相当する。
　このようにして、印刷条件設定画面は、取得した消費電力表の値に基づいて動的に構成
される。
　また、上記処理により、初めて印刷条件設定画面を表示した場合、予め設定されている
デフォルト印刷条件が、各種の印刷条件として選択されている。
　さらに、デフォルト条件での消費電力量に応じて省エネインジケータを構成し、また、
印刷条件設定画面の背景色を決定するが、どのような背景色にするかは、省エネインジケ
ータの長さに応じて予め色を決めておき、新しく構成されたインジケータの長さから、色
を選択すれば良い。
　上述の処理では消費電力量を用いた場合の処理を説明したが、消費電力を用いた場合で
も上述と同様に実施することができる。
【００２３】
　次に、上記印刷条件設定画面に対して印刷条件が変更された場合にする表示処理につい
て説明する。
　図３は、図１に示したＰＣ１の制御部１０が印刷条件設定画面に対する印刷条件の変更
時にする表示処理手順を示すフローチャート図である。
　この処理手順の説明でも、上述と同様に消費電力量を用いた場合で説明する。
　制御部１０は、ステップ１１で、印刷条件設定画面に対するユーザからの入力を待ち、
ステップ１２へ進む。
　ステップ１２では、印刷条件設定画面のＯＫボタンが押下されたか否かを判断し、押下
されたと判断したら、印刷条件設定画面を非表示にしてステップ１７へ進み、押下されな
かったと判断したら、ステップ１３へ進む。
【００２４】
　ステップ１３では、印刷条件設定画面のキャンセルボタンが押下されたか否かを判断し
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、押下されたと判断したら、印刷条件設定画面を非表示にして、この処理を終了し、押下
されなかったと判断したら、ステップ１４へ進む。
　ステップ１４では、印刷条件設定画面内の印刷条件について内容に変更があれば、消費
電力表を参照して変更された内容で必要な消費電力量を求め、ステップ１５へ進む。
　ステップ１５では、上記求めた必要な消費電力量に応じた省エネインジケータを表示し
、ステップ１６へ進む。
【００２５】
　ステップ１６では、上記省エネインジケータの長さに応じた背景色に変更して、ステッ
プ１７へ進む。
　ステップ１７では、ユーザが設定した印刷条件の内容を保存し、この処理を終了する。
　上記保存された印刷条件は、画像形成装置２へ印刷データと共に送られる。
　また、この処理において、ステップ１１の入力待ちの際、印刷条件設定画面には予め設
定したフォントサイズを下回る印刷条件を選択しようとしてもできないようにしている。
　さらに、予め設定した上限値を超える消費電力量になる印刷条件を選択できないように
もしている。
　上述の処理の後、印刷条件設定画面上でユーザからの入力を待つ処理に戻る。
【００２６】
　次に、上述した消費電力表の内容について説明する。
　図４は、消費電力表の内容の一例を示す図である。
　図４には、印刷条件の組み合わせそれぞれにおける、印刷１枚当たりに要する消費電力
量を保持している消費電力表の内容の一部を示している。
　ＰＣ１の制御部１０は、プリンタドライバの実行により、印刷条件設定画面を表示する
前に印刷要求先の画像形成装置２から図４に示すような消費電力表を要求して取得する。
　また、この消費電力表は、プリンタドライバがインストールされているＰＣ１上に予め
静的に持っていても構わない。その場合、制御部１０は自装置内のメモリに保持されてい
る消費電力表を読み出して取得する。
　図４に示した消費電力表では、消費電力量を用いた場合を示しているが、消費電力を用
いた場合でも実施することができる。
【００２７】
　この消費電力表の消費電力量の数値は、画像形成装置２のステータスが通常状態の時に
印刷を受け付けてから、印刷が完了して元の通常状態に戻った時までに消費した電力と、
同時間通常状態であった場合に消費される電力との差分である。
　また、スリープ状態から復帰して印刷する場合に要する消費電力量は、復帰電力を加算
する必要があるため、復帰電力も消費電力表の中に保持されている。
　図４に示した消費電力表を用いれば、ＰＣ１の制御部１０は、消費電力量のより少ない
印刷条件を選択するように誘導する印刷条件設定画面を構成して表示することができる。
　例えば、印刷条件設定画面において、「用紙サイズ」の設定内容として「Ａ４」が、「
仕上げ」の設定内容として「集約なし」が、「片面／両面」の設定内容として「片面」が
、「カラー／モノクロ」の設定内容として「モノクロ」がそれぞれ選択されている場合を
説明する。
【００２８】
　「カラー／モノクロ」の設定内容に注目すると、「Ａ４」「集約なし」「片面」という
印刷条件では、「モノクロ」であれば１Ｗｈの消費電力量を、「グレースケール」であれ
ば２Ｗｈの消費電力量を、「カラー」であれば４Ｗｈの消費電力量をそれぞれ要すること
が分かる。
　即ち、「カラー／モノクロ」の設定内容のうち、「モノクロ」が最も消費電力量が少な
いことが、「カラー」が最も消費電力量が多いことがそれぞれ分かる。
　これが分かれば、「モノクロ」をユーザが選択するように誘導するような表示をするこ
とが可能である。
　「カラー／モノクロ」の設定以外の項目、例えば「用紙サイズ」の設定内容に注目する
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と、「集約なし」「片面」「モノクロ」という印刷条件において、用紙サイズ毎の消費電
力量を取得することが可能である。
　また、「仕上がり」の設定内容と「片面／両面」の設定内容についても同様である。
【００２９】
　次に、省エネインジケータの伸縮については、以下のようにする。
　例えば、現在設定されている印刷条件での印刷に必要な消費電力量を４Ｗｈ、消費電力
量の最も少ない組み合わせの印刷条件での印刷に必要な消費電力量を１Ｗｈ、消費電力量
の最も多い組み合わせの印刷条件での印刷に必要な消費電力量を１０Ｗｈとした場合を説
明する。
　この場合、消費電力量が１Ｗｈを要する印刷条件の場合は省エネインジケータ内の目盛
を最大表示にし、消費電力量が１０Ｗｈを要する印刷条件の場合は省エネインジケータ内
の目盛を最小表示にすればよいと考えられるため、現在設定されている印刷条件では、図
５に示すような具合で省エネインジケータを表示すれば良い。
【００３０】
　図５は、省エネインジケータの目盛の表示例を示す図である。
　図５の（ａ）は、印刷に必要な消費電力量が１Ｗｈの場合の表示例、すなわち、消費電
力量の最も少ない組み合わせの印刷条件での表示例であり、省エネインジケータの枠内に
目盛をフル表示している。
　また、図５の（ｂ）は、印刷に必要な消費電力量が１０Ｗｈの場合の表示例、すなわち
、消費電力量の最も多い組み合わせの印刷条件での表示例であり、省エネインジケータの
枠内に目盛は表示されない。
　さらに、図５の（ｃ）は、印刷に必要な消費電力量が４Ｗｈの場合の表示例であり、省
エネインジケータの枠内の２／３の量まで目盛を表示している。
　この省エネインジケータの目盛の表示については、最も消費電力量の少ない時にｘＷｈ
、最も消費電力量の多い時にｙＷｈ、現在の設定内容で消費電力量ｚＷｈを要する場合（
ｘ≦ｚ≦ｙ）、左から（ｙ－ｚ）／（ｙ－ｘ）の位置まで省エネインジケータ内の目盛を
表示すればよい。
【００３１】
　次に、上述した印刷条件設定画面の表示を画像形成装置２上でも同様に行うことができ
る。
　画像形成装置２の操作表示部２２は、タッチパネルやキーを持っており、それらを操作
することによって、スキャナ部３１から画像を読み取り、その画像を印刷するようにコン
トローラ２１に要求することができる。
　この場合、画像形成装置２のシステム管理部２０のコントローラ２１に上述と同様のプ
リンタドライバをインストールし、コントローラ２１がそのプリンタドライバを実行する
ことによって上述と同様の各手段の機能を果たす。
　そして、コントローラ２１は、操作表示部２２の表示部の画面に、プリンタドライバと
同様に、用紙サイズ，片面と両面，２ｉｎ１などの集約印刷を含む印刷条件を設定するた
めの印刷条件設定画面を表示し、ユーザにボタンなどの押下によって印刷条件を設定させ
ることができる。また、印刷要求の発行は、操作表示部２２から行うこともできる。
【００３２】
　次に、印刷条件設定画面の表示例を説明する。
　図６は、図１に示したＰＣ１又は画像形成装置２において表示する印刷条件設定画面の
一例を示す図である。
　この印刷条件設定画面は、ＰＣ１からユーザが印刷を行う際にプリンタドライバの処理
によって表示部１２の画面上に表示される印刷条件設定画面、又は画像形成装置２におい
てユーザが印刷を行う際にプリンタドライバの処理によって操作表示部２２の画面上に表
示される印刷条件設定画面の例である。
　プリンタドライバは、この印刷条件設定画面を表示する前に消費電力表を取得し、その
消費電力表に基づいて印刷条件設定画面を構成して表示する。
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【００３３】
　印刷条件設定画面上の印刷条件について、「プリンタ名」５０と「用紙サイズ」５２と
「仕上げ」５５の各項目欄は、それぞれドロップダウンリストを表示し、そのリストに表
示された複数の選択肢を選択するようになっており、「カラー／モノクロ」５３と「両面
／片面」５４の各項目欄はそれぞれラジオボタンで選択肢を選択するようになっている。
　「プリンタ名」５０のドロップダウンリストには、ネットワーク３上の印刷要求先とし
て選択可能な画像形成装置又はプリンタの名称が一覧表示されるので、その一覧から印刷
要求先の画像形成装置又はプリンタの名称を選択する。
　「ステータス」５１には、「プリンタ名」５０のドロップダウンリストによって選択さ
れている名称の画像形成装置又はプリンタの現在の状態（例えば、レディ（ｒｅａｄｙ）
状態，省エネモード中など）を示す情報が表示される。
【００３４】
　「用紙サイズ」５２のドロップダウンリストには、「プリンタ名」５０のドロップダウ
ンリストによって選択されている名称の画像形成装置又はプリンタでサポートしている印
刷可能な用紙サイズの種類が一覧表示されるので、その一覧から印刷時の用紙サイズを選
択する。例えば、Ａ３，Ａ４，Ｂ４，Ｂ５等である。
　その選択肢の表示の際、消費電力量が少ない選択肢の順に表示したり、消費電力量の少
ない順が分るようにそれぞれの選択肢を異なる背景色で表示したりするとよい。その表示
については、最も消費電力量が少ない選択肢を明滅させるようにしても良い。
　また、消費電力量の少ない順に選択肢の表示文字の大きさを変えるようにしても良い。
　このように、印刷条件の各選択肢の表示態様については、ユーザが印刷時に消費される
電力が少なくなるものを選択し易いような形状，表示色，配置位置などにすると良い。
　このようにして、印刷条件の各選択肢の表示態様により、印刷時の消費電力量が少ない
ものから目立つように表示すれば、ユーザに対して消費電力量がより少ない選択肢を意識
させることができ、ユーザに印刷時に消費電力量がより少ない選択肢を選ばせるように誘
導することができる。
　「カラー／モノクロ」５３には、モノクロ，グレースケール，カラーの３種類の選択肢
が表示されるが、「プリンタ名」５０のドロップダウンリストによって選択された名称の
画像形成装置又はプリンタがカラー対応でない場合は、グレースケール，モノクロの２種
類の選択肢のみが表示される。この選択には、例えば、モノクロを選択する場合、モノク
ロの前のラジオボックスにチェックを入れる。
【００３５】
　この選択肢の表示についても、上述と同様に、表示順や表示の背景色や表示文字の大き
さを変えて表示するようにするとよい。
　また、図６に示すように、消費電力量の最も少ない選択肢のラジオボックスのサイズを
最大にし、それから消費電力量が多くなるにつれて選択肢のラジオボックスのサイズを徐
々に小さく表示するようにするとよい。
【００３６】
　「両面／片面」５４のラジオボックスには、両面，片面の２種類の選択肢が表示される
が、「プリンタ名」５０のドロップダウンリストによって選択された画像形成装置又はプ
リンタが両面印刷をできない場合には、片面のみが表示される。この選択には、例えば、
両面を選択する場合、両面の前のラジオボックスにチェックを入れる。
　この「両面／片面」５４の選択肢の表示についても、上述と同様に、表示順や表示の背
景色や表示文字の大きさを変えて表示するようにするとよい。また、選択肢のラジオボッ
クスの表示サイズも変えて表示するようにするとよい。
【００３７】
　「仕上げ」５５のドロップダウンリストには、「プリンタ名」５０のドロップダウンリ
ストで選択された名称の画像形成装置又はプリンタが対応している集約モードの種類が一
覧表示されるので、その一覧から印刷時の集約モードの種類を選択する。例えば、集約無
し，２ｉｎ１等である。
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　この「仕上げ」５５の選択肢の表示についても、上述と同様に、表示順や表示の背景色
や表示文字の大きさを変えて表示するようにするとよい。
【００３８】
　「プリンタ名」５０と「用紙サイズ」５２と「仕上げ」５５の各項目欄のドロップダウ
ンリスト内の複数の選択肢と、「カラー／モノクロ」５３と「両面／片面」５４の各項目
欄の複数のラジオボックスの選択肢の中からはそれぞれ一つだけを選択することができる
。
　図６に示した印刷条件設定画面では、「プリンタ名」５０は「ＲＸＸＸＨ　ＸＸＸ」が
、「用紙サイズ」５２は「Ａ４」が、「カラー／モノクロ」５３は「モノクロ」が、「両
面／片面」５４は「片面」が、「仕上げ」５５は「集約なし」６０がそれぞれ選択されて
いる状態を表している。
【００３９】
　「ステータス」５１の表示内容は、図６では「プリンタ名」５０で指定された名称の画
像形成装置又はプリンタ、すなわち、印刷要求先として指定された画像形成装置又はプリ
ンタが「ｒｅａｄｙ」状態であることを表しており、画像形成装置又はプリンタの状態に
よって変化する。そのために、ＰＣ１の制御部１０は印刷要求先として指定された画像形
成装置又はプリンタの状態を定期的に問い合せて表示する処理を行う。また、画像形成装
置２の場合はコントローラ２１が自装置の状態をチェックして表示する。
　印刷条件設定画面の右上方には、「エコ印刷条件に設定」のボタン５７が配置されてい
る。
【００４０】
　このボタン５７を押下すると、ＰＣ１の制御部１０又は画像形成装置２のコントローラ
２１が、「用紙サイズ」５２，「カラー／モノクロ」５３，「両面／片面」５４，「仕上
げ」５５の各印刷条件の組み合わせの中で、消費電力量の最も少ない選択肢の組み合わせ
となるように、各印刷条件の選択肢の内容を自動的に変更する。
　印刷条件設定画面の下方には、選択されている印刷条件での印刷に必要な消費電力量に
応じて目盛の長さが伸長する省エネインジケータ５６が表示されている。
　この省エネインジケータ５６内の目盛により、ユーザに対して選択した印刷条件で印刷
した場合の消費電力量に応じた省エネ効果を明示することができる。この場合は、省エネ
効果として消費電力量の少なさを明示している。
　省エネインジケータ５６内の目盛は、上記ドロップダウンリストやラジオボックスの選
択内容によって消費電力量の少ない印刷条件が選択されている場合は目盛が右方向に伸長
し、消費電力量の多い印刷条件が選択されている場合は目盛が左方向に縮小して表示され
る。
【００４１】
　すなわち、目盛が右方向に伸長していればいるほど印刷に必要な消費電力量が少ないこ
とを表し、目盛が左方向に縮小していればいるほど印刷に必要な消費電力量が多いことを
表す。
　したがって、ユーザは省エネインジケータ５６内の目盛を目安にして、消費電力量がよ
り少なくなるように印刷条件を設定する作業を行うことができる。
　例えば、印刷時に不要な印刷条件については最も消費電力量が少ないものを選択するこ
とによって印刷時の消費電力量を少なくすることができる。
　また、印刷条件設定画面の右下方には「ＯＫ」ボタン５８と「キャンセル」ボタン５９
があり、「ＯＫ」ボタン５８を押下すれば設定した印刷条件の内容が確定し、その印刷条
件の内容が保持され、「キャンセル」ボタン５９を押下すれば、設定した印刷条件はキャ
ンセルされる。
【００４２】
　次に、印刷条件設定画面の印刷条件を変更した場合の表示例を説明する。
　図７は、図１に示したＰＣ１又は画像形成装置２において表示した印刷条件設定画面の
印刷条件を変更した時の表示例を示す図である。
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　図７に示す印刷条件設定画面では、「仕上げ」５５のドロップダウンリストをクリック
して展開した時の様子を表しており、ドロップダウンリスト内に「集約なし」６０と「２
ページを１ページに集約（２ｉｎ１）」６１と「４ページを１ページに集約（４ｉｎ１）
」６２と「９ページを１ページに集約（９ｉｎ１）」６３の４つの選択肢が表示されてそ
れぞれ選択可能であることを表している。
　上記各選択肢は、その印刷条件での印刷に必要な消費電力量に応じてそれぞれ異なる背
景色で表示している。
【００４３】
　例えば、必要な消費電力量の少なさが、「９ページを１ページに集約」６３，「４ペー
ジを１ページに集約」６２，「２ページを１ページに集約」６１，「集約なし」６０の順
である場合、「９ページを１ページに集約」６３の背景色を深緑色に、「４ページを１ペ
ージに集約」６２の背景色を黄緑色に、「２ページを１ページに集約」６１の背景色を黄
色に、「集約なし」６０の背景色を赤色にそれぞれ表示することにより、ユーザに対して
「９ページを１ページに集約」６３が最も消費電力量が少なく、「集約なし」６０が最も
消費電力量が多い選択肢であることを視覚的に訴えることができる。
　このように、ユーザは、この４つの選択肢の中でどれが一番消費電力量が少ない印刷条
件であるかを表示色の違いによって一目で容易に識別することができる。
【００４４】
　そして、ユーザに対して、その視覚効果によって消費電力量の最も少ない印刷条件の選
択肢を選択させるように促すことができる。
　また、「用紙サイズ」５２のドロップダウンリストについても、上述の「仕上げ」５５
のドロップダウンリストと同様に消費電力量毎に選択肢の表示色を異ならせて表示し、そ
の表示色を印刷に必要な消費電力量に応じた背景色で表示する。
　次に、「カラー／モノクロ」５３の選択肢は、「モノクロ」「グレースケール」「カラ
ー」の３種類がある。
　例えば、各選択肢での必要な消費電力量の少なさが、「モノクロ」「グレースケール」
「カラー」の順である場合、「モノクロ」の背景色を緑色に、「グレースケール」の背景
色を黄色に、「カラー」の背景色を赤色にそれぞれ表示することにより、ユーザに対して
「モノクロ」が最も消費電力量が少なく、「カラー」が最も消費電力量が多いことを視覚
に訴えることができる。
【００４５】
　さらに、図７に示すように、「モノクロ」を選択するためにチェックするラジオボタン
のサイズを最も大きくし、「カラー」を選択するためのラジオボタンのサイズを最も小さ
くして表示することにより、ユーザに対して「モノクロ」を選択するように訴求すること
ができる。
　また、「両面／片面」５４についても、上記「カラー／モノクロ」５３と同様の表示態
様を取ることによって、ユーザに対して消費電力量の少ない印刷条件の選択肢を選ばせる
ように勧めることができる。
　このようにして、ユーザが視覚を通して直観的に消費電力量が少なくなるような印刷条
件の選択肢を見分けることができる。
　その結果、ユーザに対して消費電力量のより少ない印刷条件を設定して印刷するように
設定動作を誘導することができ、印刷時の省エネ効果を高めることができる。
【００４６】
　次に、印刷条件設定画面の印刷条件を設定した場合の視覚的効果について説明する。
　図８は、図１に示すＰＣ１又は画像形成装置２において表示した印刷条件設定画面の印
刷条件を変更した時の他の表示例を示す図である。
　この印刷条件設定画面は、「仕上げ」５５のドロップダウンリストにおいて、「集約な
し」６０から「２ページを１ページに集約」６１へと選択肢を変更した時の画面を表して
いる。
　「仕上げ」５５の選択肢を「集約なし」６０から「２ページを１ページに集約」６１に
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変更した結果、印刷に必要な消費電力量がより少なくなった場合には、印刷条件設定画面
下方の省エネインジケータ５６の目盛表示欄６４内の目盛を図中の右方向に伸長させて表
示する。
【００４７】
　その結果、ユーザは自分が選択した印刷条件によって消費電力量がどれくらい節約でき
るのかを視覚を通して直感的に知ることができる。
　また、上記のように省エネインジケータ５６を伸長させる以外では、印刷条件設定画面
の背景色を変化させるようにしてもよい。
　例えば、消費電力量のより少ない印刷条件を選択した場合には、背景色を深緑色により
近い階調に変更するなどの変化をさせれば、ユーザに省エネ効果が高まったことを認識さ
せることができる。
【００４８】
　一方、ユーザが消費電力量のより多い印刷条件を選択した場合は、省エネインジケータ
５６内の目盛を図中の左方向に縮小させたり、また、印刷条件設定画面の背景色をより黄
色または赤色に近い階調の色に変更させたりすれば、ユーザに消費電力量のより多い印刷
条件を選択してしまったことを強く認識させることができる。
　また、「用紙サイズ」５２と「カラー／モノクロ」５３と「両面／片面」５４の印刷条
件を変更した場合についても、それぞれ「仕上げ」５５の場合と同様の表示態様で表示さ
せることにより、ユーザに対して消費電力量のより少ない印刷条件を選択したこと、また
、より多い印刷条件を選択したことを視覚を通して直感的に知らせることができる。
【００４９】
　次に、印刷条件設定画面でエコ印刷条件を設定した場合の視覚効果について説明する。
　図９は、図１に示したＰＣ１又は画像形成装置２において表示した印刷条件設定画面の
印刷条件を変更した時のまた他の表示例を示す図である。
　この印刷条件設定画面は、図８に示した印刷条件設定画面の表示内容の状態において、
「エコ印刷条件に設定」ボタン５７を押下した場合の画面を表している。
　「エコ印刷条件に設定」ボタン５７を押下すると、「用紙サイズ」５２と「カラー／モ
ノクロ」５３と「両面／片面」５４と「仕上げ」５５の各印刷条件の選択肢の組み合わせ
のうち、消費電力量が最も少なくなるような組み合わせに各印刷条件の選択肢を自動的に
変更する。
【００５０】
　この場合、図９に示すように、「両面／片面」５４について「両面」が選択され、「仕
上げ」５５について「９ページを１ページに集約」６３が選択された状態に表示が変化し
、省エネインジケータ５６の目盛表示欄６５内の目盛が右方向に最大に伸長した状態に表
示変更される。
　この省エネインジケータ５６の目盛表示欄６５内の目盛量により、省エネ効果が最も高
い印刷設定内容であることを知らせている。
　この変更処理は、ＰＣ１の制御部１０又は画像形成装置２のコントローラ２１がプリン
タドライバの処理により実行する。
　このようにして、ユーザは、まず「エコ印刷条件に設定」ボタン５７を押下して、消費
電力量が最も少なくなるような印刷条件の選択肢の組み合わせを表示させてから、各印刷
条件についてそれぞれ選択肢を任意に変更して調整することにより、省エネ効果を上げる
と共に所望の印刷条件の設定になるように印刷条件の変更作業を能率良く行うことができ
る。
【００５１】
　次に、印刷条件設定画面で印刷要求先の画像形成装置又はプリンタを変更した際の視覚
的効果について説明する。
　図１０は、図１に示したＰＣ１又は画像形成装置２において表示した印刷条件設定画面
の印刷条件を変更した時のさらに他の表示例を示す図である。
　この印刷条件設定画面は、図８に示した印刷条件設定画面の表示内容状態において、「
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プリンタ名」５０のドロップダウンリストにおいて、印刷要求先の名称を「ＲＸＸＸＨ　
ＸＸＸ」から「ＲＸＸＸＨ　ＹＹＹ」へと変更した時の画面を表している。
　印刷要求先の画像形成装置又はプリンタを変更した場合は、その選択した画像形成装置
又はプリンタの状態に応じて、「ステータス」５１の表示内容も自動的に変わる。
【００５２】
　図１０では、変更した印刷要求先のプリンタ「ＲＸＸＸＨ　ＹＹＹ」は省エネ状態であ
ったため、「ステータス」５１には「省エネモード」の情報が表示される。
　省エネ状態の画像形成装置又はプリンタに印刷を行わせる場合は、省エネ状態からの復
帰が必要であり、省エネ状態でない画像形成装置又はプリンタに印刷を行わせる場合に比
べて、より多くの消費電力量が必要になる。それは、省エネ状態から復帰させるための処
理が必要であるからである。
【００５３】
　そこで、消費電力量を抑えるためには、印刷要求先の画像形成装置又はプリンタが省エ
ネ状態中を含む直ぐに印刷できない状態の場合は、他の省エネ状態でない画像形成装置又
はプリンタを使う方が望ましい。
　そのことをユーザに視覚を通して直感的に知らせるために、図１０に示すように、印刷
条件設定画面の省エネインジケータ５６の目盛を表示する目盛表示欄６６の長手方向（目
盛が伸長する方向）について通常よりも短く表示するように変更し、目盛の伸長量の上限
値が少なくなるようにする。
　このようにすれば、ユーザに対して、どのような印刷条件を選択しても、ある上限値以
上には省エネインジケータ５６の目盛表示欄６５内の目盛が右方向に伸長することがない
ことから、印刷要求先として選択した画像形成装置又はプリンタによる印刷は省エネ効果
が低いことを分かり易く知らせることができる。
【００５４】
　次に、予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件を選択できないようにした印刷条
件設定画面について説明する。
　図１１は、図１に示したＰＣ１又は画像形成装置２において表示する印刷条件設定画面
の他の例を示す図である。
　この説明では、消費電力表に基づく印刷条件設定画面の表示例を説明するが、温室効果
ガス排出量表に基づく場合も同様にして表示できる。
　この印刷条件設定画面は、ＰＣ１からユーザが印刷を行う際にプリンタドライバの処理
によって表示部１２の画面上に表示される印刷条件設定画面、又は画像形成装置２におい
てユーザが印刷を行う際にプリンタドライバの処理によって操作表示部２２の画面上に表
示される印刷条件設定画面において、予め設定したフォントサイズを下回る印刷条件を選
択できないようにした例である。
【００５５】
　プリンタドライバの処理により、この印刷条件設定画面を表示する前に消費電力表を取
得し、その消費電力表に基づいて印刷条件設定画面を構成して表示し、予め設定したフォ
ントサイズを下回る印刷条件を選択できないように表示制御する。
　図１１に示す印刷条件設定画面では、「最小フォント」６７に対して最小フォントサイ
ズ「１２」を設定した場合を表示しているが、これは、印刷した結果、フォントサイズが
少なくとも１２以上になることを保証することを意味している。
　この最小フォントサイズをユーザは任意のサイズに変更することができ、その変更され
た最小フォントサイズの値によっては、各印刷条件の選択肢の中から選べなくなるものが
でる。
　例えば、「仕上げ」５５の選択肢について、「９ページを１ページに集約」６３が選べ
なくなるようになる。
【００５６】
　また、印刷した結果、フォントサイズが、ユーザが指定した最小フォントサイズ以下に
なるような「仕上げ」５５の選択肢の選択ができなくすることもできる。
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　この場合、印刷した結果、フォントサイズがどれくらいになるかは、ユーザの印刷要求
を一度画像形成装置又はプリンタに送って、その画像形成装置又はプリンタが印刷要求を
翻訳して、最小のフォントサイズを計算する必要がある。
　すなわち、画像形成装置又はプリンタは、印刷要求を受けはするが、翻訳のみを行い、
計算した最少フォントサイズを要求元であるＰＣ１に返す必要がある。
　これを実現するには、ユーザの印刷要求の具現化であるＰＤＬデータに、最小フォント
サイズの取得要求であることを盛り込んでおけばよい。
【００５７】
　まず、印刷条件設定画面を表示する前に、プリンタドライバの処理により最小フォント
サイズの取得要求であることが盛り込まれたＰＤＬデータを作成し、画像形成装置又はプ
リンタに要求を発行する。
　画像形成装置又はプリンタは、ＰＤＬデータの中に最小フォントサイズの取得要求項目
があることを認識すると、翻訳のみを行い、最小フォントサイズを取得し、その得られた
最少フォントサイズを、要求元であるプリンタドライバに返す。その処理を、「仕上げ」
５５の各選択肢のそれぞれについて行う。
【００５８】
　その結果、プリンタドライバは、各選択肢での最少フォントサイズを取得できる。
　ユーザが最少フォントサイズを変更した場合は、取得済みの各選択肢での最少フォント
サイズと比較することにより、ユーザが指定したフォントサイズを下回るような選択肢を
選択できなくするように「仕上げ」５５のドロップダウンリストに表示する選択肢を構成
する。
　また、他の印刷条件についても上述と同様にして予め指定されたフォントサイズを下回
るような印刷条件の選択肢を選択できなくするように構成した印刷条件設定画面を表示す
る。
【００５９】
　次に、画像形成装置２においてユーザがコピーを実行する際に表示される操作表示部２
２の印刷条件設定画面の一例について説明する。
　図１２は、図１に示した画像形成装置２において表示する印刷条件設定画面の例を示す
図である。
　この印刷条件設定画面は、ユーザが画像形成装置２の操作表示部２２からコピーを行う
際、画面上に表示される印刷条件設定画面の例である。
　コントローラ２１は、操作表示部２２に印刷条件設定画面を表示する前に消費電力表を
取得し、その消費電力表に応じて印刷条件設定画面を構成して表示する。
【００６０】
　この印刷条件設定画面には、「ステータス」７０，「用紙サイズ」７１，「カラー／モ
ノクロ」７２，「両面／片面」７３，及び「仕上げ」７４の各項目が表示され、「用紙サ
イズ」７１，「カラー／モノクロ」７２，「両面／片面」７３，及び「仕上げ」７４につ
いてはそれぞれ選択肢のボタンが表示されている。
　「ステータス」７０は、印刷要求先の画像形成装置又はプリンタの状態を示す情報を表
示する。図１２では、「ｒｅａｄｙ」状態を示す情報が表示されている。
　「用紙サイズ」７１には、印刷要求先の画像形成装置又はプリンタで対応している用紙
サイズの分だけのボタンが表示される。図１２では、Ｂ５，Ａ４，Ｂ４，Ａ３の各用紙サ
イズを選択する各ボタンが表示されている。
【００６１】
　「カラー／モノクロ」７２には、図１２では、モノクロ印刷を指定する「モノクロ」ボ
タンと、階調表現のできる印刷を指定する「グレースケール」ボタンと、カラー印刷を指
定する「カラー」ボタンとが表示されている。
　また、この画像形成装置又はプリンタがカラー対応でない場合は、「モノクロ」ボタン
と「グレースケール」ボタンのみが表示される。
　「両面／片面」７３には、図１２では、両面印刷を指定する「両面」ボタンと、片面印
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刷を指定する「片面」ボタンとが表示されている。
　また、この画像形成装置又はプリンタが両面印刷をできない場合には、「片面」ボタン
のみが表示される。
【００６２】
　「仕上げ」７４には、この画像形成装置又はプリンタが対応している集約モードの種類
を表すボタンが表示される。図１２では、９ｉｎ１，４ｉｎ１，２ｉｎ１，集約なしの各
ボタンが表示されている。
　画面右上方には、「エコ印刷条件に設定」ボタン７６が配置されている。
　このボタン７６を押下すると、「用紙サイズ」７１，「カラー／モノクロ」７２，「両
面／片面」７３，「仕上げ」７４の各項目の選択肢の組み合わせの中で、消費電力量の最
も少ない組み合わせの各ボタンが選択された状態に自動的に変更される。
　印刷条件設定画面の下方には、選択されている印刷条件での印刷に必要な消費電力量に
応じて目盛の長さが伸長する省エネインジケータ７５が表示される。
【００６３】
　「用紙サイズ」７１，「カラー／モノクロ」７２，「両面／片面」７３，「仕上げ」７
４のそれぞれの選択肢のボタンによって消費電力量の少ない印刷条件が選択されている場
合、省エネインジケータ７５の目盛は図中の右方向に伸長し、消費電力量の多い印刷条件
が選択されている場合は、省エネインジケータ７５の目盛表示欄内の目盛は図中の左方向
に縮小して表示される。
　すなわち、省エネインジケータ７５の目盛表示欄内の目盛が右方向に伸長していればい
るほど印刷に必要な消費電力量が少ないことを表し、目盛が左方向に縮小していればいる
ほど印刷に必要な消費電力量が多いことを表す。
　印刷条件設定画面の右下方には「ＯＫ」ボタン７７があり、それを押下すれば設定した
印刷条件が確定して保持される。また、「キャンセル」ボタン７８を押下すれば、設定し
た印刷条件はキャンセルされる。
【００６４】
　上記各項目７１～７４の選択肢についてはそれぞれ１つの選択肢だけを選択できるよう
にしている。
　例えば、「用紙サイズ」７１の選択肢として「Ｂ５」が選択されている状態で「Ａ４」
ボタンを押下すると、「Ｂ５」の選択は解除され、図中斜線を施して示すように、「Ａ４
」が選択された表示状態に変る。
　また、各印刷条件のどの選択肢が選択されているかを明示するには、例えば、選択され
ている選択肢のボタンが押下状態になっているように表現した表示形態にするなどの手段
が考えられる。
　さらに、選択された選択肢のボタンの背景の絵柄を点描画で表示することによって、選
択されている状態を表すようにするとよい。
【００６５】
　図１２に示した印刷条件設定画面例では、図中斜線を施して示すように、「Ａ４」「カ
ラー」「片面」「２ｉｎ１」の各選択肢がそれぞれ選択されている状態を示している。
　また、「用紙サイズ」７１，「カラー／モノクロ」７２，「両面／片面」７３，「仕上
げ」７４の各項目の各選択肢のボタンの表示色を異ならせることにより、消費電力量が最
も少ない印刷条件から順に消費電力量が最も多い印刷条件について、視覚を通して直感的
に理解できように表示するようにしても良い。
　例えば、「用紙サイズ」７１について、必要な消費電力量の少なさが、「Ｂ５」「Ａ４
」「Ｂ４」「Ａ３」の順であるとすれば、「Ｂ５」ボタンの色を深緑色に、「Ａ４」ボタ
ンの色を黄緑色に、「Ｂ４」ボタンの色を「黄色」に、「Ａ３」ボタンの色を赤色にそれ
ぞれ表示するようにすれば、表示色の変化によって各選択肢の消費電力量の多い少ないの
違いを明示することができる。
【００６６】
　したがって、ユーザに対して、「用紙サイズ」７１の４つの選択肢の中で、「Ｂ５」が
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消費電力量の最も少ない選択肢であることを知らせると共に、その消費電力量の最も少な
い選択肢である「Ｂ５」を選択するように誘導することができる。
　また、「カラー／モノクロ」７２，「両面／片面」７３，「仕上げ」７４の各項目につ
いても、上述した「用紙サイズ」７１の場合と同様に表示する。
　このようにして、画像形成装置２上に表示するコピーや印刷時の印刷条件設定画面によ
れば、ユーザに対して印刷の電力消費がより少なくなる印刷条件の選択肢のボタンについ
て、表示色を強調して表示又は大きく表示することによって、印刷の電力消費がより少な
くなる印刷条件の組み合わせへの設定を誘導するので、印刷の省エネ（省消費電力）効果
を高めることができる。
【００６７】
　また、ユーザが各選択肢を選択して印刷条件を変更した場合は、その印刷に必要な消費
電力量に応じて、画面下方の省エネインジケータ７５の目盛表示欄内の目盛を伸縮する。
　まず、印刷条件を変更し、その結果消費電力量が少なくなった場合には、省エネインジ
ケータ７５の目盛表示欄内の目盛は右方向に伸長する。
　逆に、消費電力量が多くなった場合には、省エネインジケータ７５の目盛表示欄内の目
盛は左方向に縮小する。
　また、省エネインジケータ７５の目盛表示欄内の目盛を伸縮させる以外に、印刷条件設
定画面の背景色を変化させるようにしてもよい。
【００６８】
　例えば、消費電力量のより少ない印刷条件を選択した場合には、深緑により近い階調に
背景色を変更し、逆に消費電力量の多い印刷条件を選択した場合は、背景色を黄色または
赤色に近い階調の色に変更するとよい。
　このように、省エネインジケータや背景色の変更などの視覚効果を持たせることにより
、ユーザは自分が選択した印刷条件による省エネ効果について容易に判断することができ
る。
　上述の実施例では、消費電力量の少ない印刷条件の設定を促す印刷条件設定画面を表示
する場合について説明したが、消費電力を用いた場合でも同様に実施することができる。
【００６９】
　この実施例の画像形成システムは、ユーザが画像形成装置に印刷を要求する時に各種の
印刷条件を設定する際に表示される印刷条件設定画面について、消費電力又は消費電力量
のより少ない印刷条件を選択させるような選択ボタン，選択肢のラジオボタン，選択肢の
リストボックス等の配置を選択しやすい位置に配置し、それらのボタン等の大きさも選択
を勧めるように大きく表示し、省エネを連想させるような色で表示し、選択された印刷条
件における省エネ効果を通知する省エネインジケータも表示する印刷条件設定画面を構成
して表示するので、ユーザが省エネとなるような印刷条件を選択するように誘導し、結果
として印刷時の省エネを実現することができる。
【００７０】
　上述した実施例では、消費電力量の少ない印刷条件の設定を促す印刷条件設定画面を表
示する場合について説明したが、消費電力量又は消費電力に代えて、印刷時の二酸化炭素
ＣＯ２（「ＣＯ２」とも表記する）排出量を抑えるような印刷条件の設定を促す印刷条件
設定画面を表示するようにしても良い。
　この場合、予め実験により印刷時の印刷条件の組み合わせ毎のＣＯ２排出量を測定し、
それらを一覧で格納したＣＯ２排出量表をＰＣ１又は画像形成装置２に記憶させておく。
　そして、印刷要求があったときに、ＰＣ１又は画像形成装置２が上記ＣＯ２排出量表を
取得し、その表に基づいて印刷時のＣＯ２排出量が少ない選択肢の選択を誘導すると共に
、設定された印刷条件におけるＣＯ２排出量（又はＣＯ２排出量の削減量に応じた割合で
も良い）を示すインジケータを、上述と同様の表示処理をすることによって表示するよう
にすれば、ユーザにＣＯ２排出量がより少ない印刷条件を設定させて、印刷時のＣＯ２排
出量を低減し、地球環境の保護に寄与することができる。
　また、ＣＯ２排出量の他の温室効果ガス排出量についても、上述と同様にして印刷時の
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温室効果ガス排出量を抑えるための印刷条件の設定を促す印刷条件設定画面を表示するこ
とができる。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　この発明による画像形成システムと画像形成装置は、プリンタ，複写機，複合機，パー
ソナルコンピュータにおいて適用することができる。
【符号の説明】
【００７２】
１：ＰＣ　　２：画像形成装置　　３：ネットワーク　　１０：制御部　　１１：入力部
　　１２：表示部　　１３：ＮＩＣ　　２０：システム管理部　　２１：コントローラ　
　
２２：操作表示部　　３０：エンジンユニット部　　３１：スキャナ部　　
３２：プリンタ部　　３３：定着ユニット　　４０：電源ユニット部　　
４１：直流電源部　　４２：ヒータ駆動部
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７３】
【特許文献１】特開２００２－２９７７１５号公報
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